過失相殺とは
　損害賠償の額を決めるときに，被害者あるいは債権者にも損害の発生やそれが拡大したことについて過失があれば，その過失の分を減額すること。
　債務不履行の場合は，裁判所は必ずその過失を考慮して賠償額を決めなければならず，債務者の責任を免除することもできる。不法行為の場合は，裁判所はその過失を考慮することができるが，加害者の責任を免除することはできない。
　
民法418条　債務の不履行に関して債権者に過失があったときは，裁判所は，これを考慮して，損害賠償の責任及びその額を定める。
民法722条2項　被害者に過失があったときは，裁判所は，これを考慮して，損害賠償の額を定めることができる。 
例　被害者が横断歩道外のところを自動車に十分注意を払わずに渡り，交通事故に遭った場合
壊れやすい物であることを言わずに保管を依頼し，保管者がこれを壊してしまった場合
